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次のとおり診療用高エネルギー放射線発生装置を設置するので、医療法第１５条第３項（医療法施行

規則第２５条）の規定により届け出ます。 
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Ⅰ 概要 

Ⅱ 診療用高エネルギー放射線発生装置 

Ⅲ 診療用高エネルギー放射線発生装置使用室等 

Ⅳ 診療用高エネルギー放射線発生装置使用者 

Ⅴ 移動して使用する場合 

 

添付書類 

１ 診療用高エネルギー放射線発生装置使用室の詳細図（管理区域を明示し、隣接室名、上下階の室

名、線源と画壁との距離、画壁の鉛当量、事業所の境界並びに管理区域の標識、使用中の表示及び

注意事項の標識の掲示した位置等が明記されたもの） 

２ 診療用高エネルギー放射線発生装置使用室線量測定結果（使用条件等記載）等 

３ 遮蔽計算式 

第１７号様式（第１１条関係） 



Ⅰ 概要                                                                                   

使用室の名称等 台数 管球数 備     考 

    

    

 

Ⅱ 診療用高エネルギー放射線発生装置         

高
電
圧
発
生
装
置 

装 置 名  

製 作 者 名  

型 式  

定

格

出

力 

エ ッ ク ス 線 
最大エネルギー  

最 大 線 量 率  

電 子 線 
最大エネルギー  

最 大 線 量 率  

使 用 方 法 固定 ・ 移動 

診療用高エネルギー放射線発生装置の障害防止に関する構造設備及び予防措置の概要 

 

 

 

 

発 生 管 か ら の 漏 え い 線 量 利用線錐の放射線量の１／１０００ 以下 ・ 超 

不 必 要 な 被 ば く の 低 減 有  ・  無 

放 射 線 発 生 時 の 自 動 表 示 装 置 有  ・  無 

出 入 り 口 開 放 時 の イ ン タ ー ロ ッ ク 有  ・  無 

 

Ⅲ 診療用高エネルギー放射線発生装置使用室等                                    

使
用
室
等
の
障
害
防
止
に
関
す
る
構
造
設
備
及
び
予
防
措
置
の
概
要 

室  名  

周囲の 

画壁等 
天 井  

床  

周 囲 の 画 壁  

出 入 り 口 の 扉  

そ の 他 の 開 口 部 有（                   ）・無 

防 護 省 略 の 部 分 有   ・   無 

画 壁 等 の 外 側 に お け る 実 効 線 量 1 . 0 m S v ／ 週   以 下 ・ 超 

出 入 口 
常 時 出 入 り す る 出 入 口 箇所 

放射線発生時の自動表示装置 有（別添図面のとおり）・ 無 

使 用 室 で あ る 旨 を 示 す 標 識 有（別添図面のとおり）・ 無 

放射線障害防止に必要な注意事項の掲示 
患 者 注 意 有（別添図面のとおり）・ 無 

従 事 者 注 意 有（別添図面のとおり）・ 無 

管

理

区

域 

管 理 区 域 の 場 所 別 添 図 面 の と お り 

管 理 区 域 で あ る 旨 を 示 す 標 識 有（別添図面のとおり）・ 無 

境 界 に お け る 実 効 線 量 1 . 3 m S v ／ 3 月  以 下 ・ 超 

立 入 制 限 措 置 有（別添図面のとおり）・ 無 

敷 地 内 居 住 区 域 及 び 敷 地 境 界 の 実 効 線 量 2 5 0 μ S v ／ 3 月  以 下 ・ 超 

入 院 患 者 の 被 ば く 防 止 措 置 1 . 3 m S v ／ 3 月  以 下 ・ 超 

被 ば く 防 止 に 関 す る 措 置  

放 射 線 診 療 従 事 者 等 の 被 ば く 線 量 測 定 器  

構造 

材料 

厚さ 



Ⅳ 診療用高エネルギー放射線発生装置使用者                                                          

氏 名 

（生年月日） 
職 種 

放射線診療に関する経歴 

（資格取得年月日及び免許証番号等） 

   

  

 Ⅴ 移動して使用する場合                                             

使 

用 

場 

所 

の 

制 

限 

等 
 

使  用  場  所 
 

画 壁 等 の 外 側 に お け る 実 効 線 量 1 . 0 m S v／週  以下・超 

出 入 口 
常 時 出 入 り す る 出 入 口 箇所 

放射線発生時の自動表示装置 有（別添図面のとおり）・ 無 

使 用 室 で あ る 旨 を 示 す 標 識 有（別添図面のとおり）・ 無 

放射線障害防止に必要な注意事項の掲示 
患 者 注 意 有（別添図面のとおり）・ 無 

従 事 者 注 意 有（別添図面のとおり）・ 無 

管

理

区

域 

管 理 区 域 の 場 所 別 添 図 面 の と お り 

管 理 区 域 で あ る 旨 を 示 す 標 識 有（別添図面のとおり）・ 無 

境 界 に お け る 実 効 線 量 1 . 3 m S v／３月 以下・超 

立 入 制 限 措 置 有（別添図面のとおり）・ 無 

管 理 区 域 に 係 る 記 録 帳 有  ・  無 

遠 隔 操 作 できる  ・  できない 

監 視 装 置 有  ・  無 

手 術 室 内 に 照 射 予 告 
表 示 灯 有  ・  無 

ブ ザ ー 有  ・  無 

異 常 時 の 停 止 非 常 ボ タ ン 有  ・  無 

管 理 責 任 者 

職 種  

氏 名  

管 理 体 制 を 明 確 に す る 組 織 図 有（別紙のとおり） ・ 無 

保 守 点 検 等 の 記 録 の 保 存 台 帳 有（別紙のとおり） ・ 無 

当 該 手 術 室 で の み 電 源 の 供 給 が で き る 構 造 適  ・  否 

 


